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委員長
　権田　清志
副委員長
　腰塚菜穂子
委員
　富岡　信吾
　大山美智子
　松本貢市郎
　小林　一貫
　林　　幸子

委員長
　小島　正泰
副委員長
　鈴木　理裕
委員
　栗原　健曻
　加賀﨑千秋
　新井　正夫
　松本　富男
　守屋　　淳

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
総

務
費
・
教
育
費
・
債
務
負
担
行
為
）
に
つ
い
て

　

公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事
業

で
導
入
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
平
常
時
に
も
稼

動
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

大
き
な
大
会
開
催
時
だ
け
で
な
く
、
平

常
時
に
も
稼
動
す
る
予
定
で
あ
る
。
設
置
予

定
の
国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
肥
塚
交
差
点
は
交

通
量
が
多
く
、
路
線
バ
ス
に
遅
れ
が
生
じ
る

こ
と
も
多
い
た
め
、
導
入
の
効
果
に
期
待
し

て
い
る
。

（
所
管
課
・
企
画
課
）

　

英
語
教
育
強
化
推
進
事
業
と
道
徳
教
育

総
合
支
援
事
業
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
学
校

は
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

　

英
語
教
育
に
お
い
て
は
、
全
県
に
発
信

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
従
前
か
ら
先
進
的

な
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
熊
谷
東
小

学
校
と
熊
谷
東
中
学
校
を
、
道
徳
教
育
に
お

い
て
は
、
地
域
や
他
の
委
嘱
と
の
バ
ラ
ン
ス

か
ら
、
奈
良
小
学
校
を
選
定
し
た
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
・
搬
送
業
務
委

託
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
５
年
間
で
限
度
額
17
億
円
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
委
託
料
を
伺
い
た
い
。

　

現
行
の
委
託
料
は
、
３
年
間
で
約
８
億

２
千
万
円
、
１
年
当
た
り
約
２
億
７
千
万
円

で
あ
る
。
今
回
の
債
務
負
担
行
為
で
は
、
１

年
当
た
り
３
億
４
千
万
円
を
上
限
と
し
て
、
業

者
選
定
の
手
続
き
を
進
め
た
い
。

（
所
管
課
・
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お

よ
び
熊
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
民
緑
地
の
特
例
割
合
を
３
分
の
２
に
定

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
県
内
他
市
の
状
況
を
伺

い
た
い
。

　

県
内
39
市
の
う
ち
35
市
が
本
市
と
同
じ

く
国
が
示
し
た
参
酌
割
合
の
３
分
の
２
を
採

用
し
、
２
分
の
１
は
１
市
、
特
例
割
合
を
定

め
な
い
と
こ
ろ
が
３
市
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
資
産
税
課
）

妻
沼
南
河
原
環
境
施
設
組
合
の
規
約
変
更
に

つ
い
て

　

妻
沼
南
河
原
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
築

年
数
と
、
処
理
実
績
と
し
て
熊
谷
市
分
と
行

田
市
分
の
処
理
区
域
内
の
人
口
を
伺
い
た
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
11
年
３
月
10
日
に

竣
工
し
た
施
設
で
築
18
年
に
な
る
。
処
理
区

域
人
口
は
、
２
万
９
１
５
７
人
で
、
平
成
29

年
度
の
負
担
金
の
割
合
で
は
、
妻
沼
地
区
２

万
５
３
７
６
人
、
南
河
原
地
区
３
７
８
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
環
境
推
進
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
農

林
水
産
業
費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

　

か
ん
が
い
排
水
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

補
正
額
の
１
１
０
１
万
円
の
積
算
根
拠
を
伺

い
た
い
。

　

大
里
用
水
土
地
改
良
区
の
東
別
府
地
区
、

代
地
区
、
大
里
の
小
泉
地
区
と
備
前
渠
用
水

路
土
地
改
良
区
の
４
地
区
全
体
で
４
２
２
０

万
円
の
事
業
費
と
な
る
。
そ
の
う
ち
市
の
補

助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
30
％
の
補
助
と

な
る
が
、
備
前
渠
用
水
路
土
地
改
良
区
に
つ

い
て
は
、
本
庄
市
・
深
谷
市
と
受
益
面
積
割

り
と
な
る
た
め
、
補
正
額
が
１
１
０
１
万
円

と
な
る
。
そ
の
ほ
か
県
費
で
33
％
の
補
助
が

あ
る
た
め
、
土
地
改
良
区
は
、
37
％
の
負
担

と
な
る
。

（
所
管
課
・
農
地
整
備
課
）

　

街
路
灯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
新
設
、
建
て
替
え
、
撤
去
と
も
に
90
％

の
き
わ
め
て
高
い
補
助
率
は
本
市
の
高
い
意

識
を
感
じ
る
。
今
回
の
補
正
の
対
象
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

今
回
申
請
が
あ
っ
た
の
が
、
弁
天
町
西

部
振
興
会
、
愛
宕
通
り
商
店
街
第
２
班
、
愛

宕
通
り
商
店
街
第
４
班
、
籠
原
南
街
商
店
街
、

稲
荷
横
町
街
灯
組
合
、
本
石
２
丁
目
街
路
灯

会
、
本
石
２
丁
目
商
店
街
、
弁
天
町
上
区
商

店
会
、
箱
田
通
り
商
店
街
、
熊
谷
駅
南
口
駅

前
商
店
会
の
10
の
団
体
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
商
工
業
振
興
課
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
産
業
常
任
委
員
会

スポーツ熱中宣言都市・くまがや

妻沼南河原環境施設組合
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平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
都

市
計
画
費
）に
つ
い
て

　

熊
谷
駅
正
面
口
駅
前
広
場
改
修
事
業
の

29
年
度
の
具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

　

主
に
熊
谷
駅
正
面
口
の
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル

の
境
目
に
あ
る
縁
石
の
撤
去
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。

（
所
管
課
・
都
市
計
画
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
熊
谷
都
市
計
画
事
業
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て　

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
29
年
度
末
現
在
で
の
進
捗
率
は
、
上

石
第
一
地
区
は
、
仮
換
地
指
定
率
93
・
５
％
、
街

路
築
造
61
％
、
建
物
移
転
77
％
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
78
・
８
％
、
上
之
地
区
は
、
仮
換
地
指
定

率
91
・
８
％
、
街
路
築
造
27
・
５
％
、
建
物
移
転

47
・
４
％
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
44
・
５
％
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
末
現
在

の
上
之
地
区
都
市
計
画
道
路
の
進
捗
率
は
、
熊

谷
谷
郷
線
の
新
設
部
分
は
93
・
２
％
、
第
２
北

大
通
線
は
、
68
・
14
％
を
予
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
土
地
区
画
整
理
中
央
事
務
所
）

委員長
　小鮒　賢二
副委員長
　千葉　義浩
委員
　大久保照夫
　森　　新一
　三浦　和一
　野澤　久夫
　中島　　勉

都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
　石川　広己
副委員長
　影山　琢也
委員
　松岡　兵衛
　福田　勝美
　桜井くるみ
　黒澤三千夫
　関口　弥生
　閑野　高広

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　
「
総
合
戦
略
」
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
充

実
事
業
に
つ
い
て
、
３
カ
所
の
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
内
に
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

　

県
で
実
施
し
て
い
る
、
子
育
て
支
援
員

研
修
を
修
了
し
た
専
任
職
員
が
、
配
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）

　

市
民
し
あ
わ
せ
基
金
積
立
事
業
に
つ
い

て
、
こ
の
基
金
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ

る
の
か
。

　

こ
の
基
金
は
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の

た
め
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
な
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
、
福
祉
団
体
等
が
行
う
ふ
れ
あ
い

広
場
の
実
施
に
か
か
る
委
託

費
、
障
害
者
福
祉
団
体
等
の

振
興
に
か
か
る
補
助
金
、
遺

児
手
当
お
よ
び
保
育
所
・
児

童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
図
書
購
入
費
の
一
部
に
当

て
る
た
め
、
総
額
２
２
０
万

１
千
円
の
繰
り
出
し
を
予
定

し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
生
活
福
祉
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
民

生
費
）
に
つ
い
て

　

病
児
保
育
事
業
を
開
始
す
る
事
業
者
へ
の

補
助
開
始
に
当
た
り
、
ど
の
程
度
の
状
態
の
児

童
が
受
け
入
れ
の
対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、

ど
の
事
業
者
が
病
児
保
育
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

当
面
、
症
状
の
急
変
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
病
気
の
回
復
期
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
集
団
保
育
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
保

護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
保
育

を
行
う
こ
と
が
困
難
な
児
童
を
病
児
と
し
て

想
定
し
て
お
り
、
医
師
に
よ
る
医
療
情
報
提

供
書
の
内
容
に
基
づ
き
対
処
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
回
、
新
た
に
病
児
保
育
事
業
費
の

補
助
対
象
と
な
る
の
は
、
医
療
生
協
さ
い
た

ま
生
活
協
同
組
合
熊
谷
生
協
病
院
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

　

病
児
保
育
事
業
開
始
後
の
運
営
経
費
の

補
助
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

国
、
県
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
３
分
の
１
ず
つ
の
補
助
が
想
定
さ
れ
、
参

考
と
し
て
、
本
年
度
の
補
助
基
準
額
は
、
年

額
２
４
２
万
３
千
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
人
数

割
の
補
助
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
の
確
立
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

賛
成
意
見　

年
金
制
度
に
お
け
る
支
給
開
始

年
齢
の
さ
ら
な
る
先
延
ば
し
は
、
現
行
制
度

で
受
給
で
き
る
は
ず
の
年
金
を
大
幅
に
削
減

し
、
高
齢
期
の
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
国
民
生
活

に
か
か
わ
る
大
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、年
金
は
、

ま
さ
に
生
活
費
で
あ
り
毎
月
の
支
給
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
請
願
に
賛
成
で
あ
る
。

反
対
意
見　

年
金
制
度
と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
が
い
る
中
で
、
国
民
総
体
と
し

て
の
望
ま
し
い
制
度
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
請
願
を
提
出
さ
れ

た
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
高
齢
者
世
代
の

方
々
の
苦
し
い
立
場
と
い
う
の
は
、
よ
く
理
解

で
き
る
が
、
議
会
は
、
保
険
料
を
負
担
し
て

い
る
現
役
世
代
の
立
場
も
含
め
た
制
度
全
体

に
対
し
て
問
題
意
識
を
持
つ
べ
き
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
請
願
に
反
対
で
あ
る
。

ヒートアイランド対策推進宣言都市・くまがや


